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Ⅰ．IPv4アドレス枯渇対応タスクフォース／テレコム業界団体のＳＯＷ概観図（１）

ＳＯＷー１「課題」と「直接・間接事業者の事業セグメント」の関係
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略号説明 ＳＯＷ：Ｓｃｏｐｅ ｏｆ Ｗｏｒｋ の略 、 ｉＤＣ：データセンター事業者
ＡＳＰ：アプリケーションサービスプロバイダー 、 ＣＳＰ：コンテンツサービスプロバイダー

２００８．０９．０４ 時点



「テレコム業界の事業構造」と「直接・間接事業者の事業領域」の関係

ＩＳＰ

ＡＳＰ
ＣＳＰ

iDC

SIer

AP
開発

企業
ユーザ

機器
ベンダ

宅内
機器

ＳＯＷ－２

Ⅰ．IPv4アドレス枯渇対応タスクフォース／テレコム業界団体のＳＯＷ概観図（２） 2

直接・間接事業者の
事業領域（例示）

事業構造（水平的、且つ、垂直的なレイヤ構造）



Ⅱ.各セグメントごとのアクションリスト 3

各セグメントの取り組み要件（１）

SOW-1の各事業セグメントは、SOW-2の様に
『 水平的、且つ、垂直的な事業構造 （レイヤ構造）』

よって、各セグメントの取り組みは、
・各セグメント内を“横刺”する水平的な連携（業界内連携）
・各セグメント間を“縦刺”する垂直的な連携（業界間連携）

が併せて必要となる

TFとして全体進捗を図る目的から
１.各セグメントには、業界内連携を図って、TFが示した『各セグメント

ごとのアクションリスト８項目』に則って、対応計画のとりまとめを
お願いする

２.TFは、業界間の全体連携・進捗管理の立場から『全セグメントの全体
計画』として各セグメントの調整・整合を図る

３.TFと各セグメントは、１、２を共有しながら、進捗を図る
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４Ⅱ.各セグメントごとのアクションリスト

各セグメントの取り組み要件（２）

＜前提＞

１. 目的： ＩＰｖ４アドレス枯渇を混乱なく対応する
手段： ＩＰｖ６導入が最も有望な選択肢のひとつ
と考える

２.ＩＰｖ４アドレス枯渇時期が、「２０１０年１０月に前倒し」となった。
(２００８年９月現在の予想値)

３.各セグメントの事業者におけるＩＰｖ４アドレス枯渇対応を早める必要
があり、２０１０年９月にはＩＰｖ６サービス開始を目標とする。

４.すべてのアクセス網のユーザに対し、IPv6 onlyサーバへの接続性を
確保する



５Ⅱ.各セグメントごとのアクションリスト

＜各セグメントごとのアクションリスト８項目＞

各セグメントの取り組み要件（３）



Ⅲ. （参考）総務省報告書の線表 ６
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Ⅳ. IPv4アドレス枯渇対応タスクフォースのアクションプラン線表（案） ７

Ｓｉｎまでの、各セグメントのアクションリストと線表（検討の雛形）
ＣＹ



Ⅴ．IPv4アドレス枯渇対応タスクフォースの課題

ＴＦとして、当面以下の主要課題を解決していく！

１．データセンター／サーバ事業者への啓発

・現時点であまり認知されていない

２．ウェブアプリ／ネットアプリへの影響度検討とＳＩｅｒへの啓発

・アプリケーション開発者がＩＰｖ４枯渇を意識していない為に

不具合が起こるケースがある

３．今後策定されるＩＳＰ計画／仕様とベンダとのすり合わせ

・（例）家庭用ルータ、ファイアウォールなど

４．様々なアクセス方式に対応する方策の検討

・基本的に全てのアクセスに対して、ＩＰｖ４／ＩＰｖ６が共存する

インターネットでの通信が可能となる様にする

５．検証及び教育のための環境整備
・テストベッド構築・運用
・教育プログラム

８


